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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・うみねこ幸房より、菓子価格改定の連絡が来ています。WIZ掲示板の確認をお願いします。

・西病棟オートドアが開かなくなった為、修理しています。登録されていたデータが消失した為、急遽西病棟及び作業スタッフのデータを再登録しました。今後全職員分登録予定としていますが、すぐに登録必要な方は庶務まで連絡してください。

・不要な携帯電話の寄付について連絡が来ています。寄付するスタッフは、4/20まで東病棟西山Nｓまで届けてください。

＜患者様連絡事項＞

・菅井　浩子様、本日尿検査拒否され、西川　和恵様、尿検査と採血拒否しています。明日、再度実施予定としています。

・羽立　和子様～認定調査について連絡が来ています。予定日は4/20の10：00からとの事ですので、明日、主治医へ情報提供お願いします。

・舘　ひろ子様～「青魚を食べると体が痒くなる」と訴え聞かれています。食事形態については「アジだけは食べたい」と話している事から、主治医へ相談してから検討していく事としています。

　　　　　　　　又、本日次女様の面会あり家族勉強会と外泊訓練について説明しています。長男様が出張中の為、出張から戻られたら連絡を頂く事としています。

・袴田　将志様～父様へ面談について電話連絡し、面談日時については決まり次第、連絡を頂く事としています。又、床屋外出については父様より土曜日の当日の朝で無ければ外出可能か決めれないと話され、明日、主治医へ日直医より許可を頂いて良いか確認していきます。

＜看護度評価・検討＞

・舘　ひろ子様～C-4（症状は安定している・社会復帰援助）

・泉川　ケイ子様～B-3（断続的な観察が必要・必要に応じた指導）

・出河　攻　様～A-3→C-3

　　　　　　　　（常時観察が必要・必要に応じた指導）

　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　（症状は安定している・必要に応じた指導）

　　　　　　　　入院形態変更に伴い、看護度評価再検討しています。

＜安ヶ平先生診察＞

・中島　純子様～旦那様の発言に対し、「この状態で退院したらすぐ死んだ方がいいと思ってしまう」と悲観的発言聞かれています。主治医より、2～3ヶ月退院を延期し様子を見ていくよう説明があると本人了承しています。本日の夕よりデジレル（抗うつ薬）（25）3T　1×夕　7日分が以後定期にて処方となっています。

・石切　久　様～最近血圧高値にて経過している事を主治医へ情報提供しています。明日の朝より、コリネール（血管拡張剤）（20）1T　1×朝　6日分以後定期にて処方となっています。今後も血圧変動に注意していきましょう。

・菅井　浩子様～最近尿失禁続いている事主治医へ情報提供しています。来週より服薬調整を検討していくとの事です。

＜SST評価・検討＞

（今週より導入）舘　ひろ子様

（未導入にて導入検討）横山　耕生様

Aグループ

（個別アプローチへの反応）

春本　司郎様～家族へ電話するがすぐ切れると話され、他者から電話のかけ方についてアドバイスを受けている。本人聞き入れる様子なくロールプレイを行なうもアドバイスを取り入れず行なってしまい、スタッフ介入要している。

（全体の総括）

電話のかけ方について、皆さんから意見をもらい良い例と悪い例を比べているが、春本様は全く受け入れる様子なく、それに対し戸賀沢様がアドバイスやロールプレイを行なっている。途中ロールプレイから脱線してしまう事あり。

（次回の課題）

電話のかけ方について意見は多く聞かれているが、ロールプレイが脱線したりで上手く行なう事が出来なかった。再度ロールプレイを行なえたら実践して下さい。

Bグループ

（個別アプローチへの反応）

新井　圭次様～家族への電話と目標設定しているが、電話を掛けないと話している。ロールプレイの際、電話を掛けない理由として家族への思いやりである様子伺えている。本人へ、電話をする事で家族が喜ぶ事説明している。

宮本　建蔵様～表情良く参加しているが、質問に対し返答する事が出来ずにおりSSTに集中出来ずにいる。

（全体の総括）

コ・リーダーの介入があり、進行出来ている。途中、居眠りする方もおられず和やかな様子で取り組む事出来ている。石切様の目標について、家族とのコミュニケーションをあげており、本人より出来ていると話があり、ステップアップした目標設定をすすめている。

Cグループ

（個別アプローチへの反応）

蛭名　豊美様～同室者との交流が目標であるが、「一人とだけとは話しをしません」とずれた発言が多い。言葉にもまとまりが無いため、助言を必要としている。

田名部　浩平様～交流を持つことを目標としており、八森様を相手にロールプレイを実施。本人は意識して会話を行なうが、八森様の反応が無い為、会話にならず。

（全体の総括）

ロールプレイを行なう際は、吟味して相手を選択する必要がある。又、周囲の評価もただ「良かった」とのみであり、具体的に良かった点を話せずにいる。交流を持つ上で基本となる事から、練習が必要。

Dグループ

（個別アプローチへの反応）

伊藤　雄一様～本日より導入。他者の振り返りを聞きながら自分の目標を設定している。設定後、メンバー内に名前を知らない方がいた為、その場でロールプレイを行なっている。

中森　みや子様～「挨拶しなかった」「声が出なかった」と振り返っている。何を話せば良いか分からないと話すため、他者のロールプレイを参考に皆でアドバイスしている。

（全体の総括）

全体的に消極的。自主的な発言される方は1名のみであり、他はリーダー、コ・リーダーの介入にて発言している。目標は覚えているものの、「やらなかった」と話す方が大半で、何を話せばいいか分からないと話している。スタッフより、話題についてアドバイスしている。

